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１．はじめに

２０１１年度より，教育支援システムとして著名なMoodleを利用した教育支援を実施した。

２０１１年度前期ではプログラミングの講義で利用した。プログラミングの上達のためには，何度

もプログラミングを入力して練習を重ねることが一番であるが，週１コマの講義内で知識の定着

ができるほど練習をする時間をとることは難しい。プログラミングの練習をするような宿題を課

す方法もあるが，初学者の場合，一からプログラムを入力し実行することはハードルが高い。そ

こで，講義外で練習できるよい方法はないかと摸索し，Moodleの小テスト機能を実施した。こ

れでプログラムがうまくなるということではないが，例えば条件分岐の命令があれば，条件が次

に来るという構造，命令や用語は一通り定着できると考えた。２０１１年度後期からは，一般的な

情報教育の科目でMoodleの使用を試みた。

２．対象学生

Moodleを利用した講義は，神奈川大学経済学部の経済情報処理Ⅰ（C１とする）と出講先大

学２校（C２，C３とする）である。講義内容と人数，講義環境は次項の表１のとおりである。

どの講義も１年生を対象（２・３・４年生も含む）とした情報科目である。

C１と C２は２０１１年度後期から講義内でMoodleをすでに実施し，C３は２０１２年前期がはじ

めてである。
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３．Moodleについて

３－１．Moodleとは

Moodleは，オーストラリアのMartin Dougiamas氏を中心に開発された，オープンソースの

LMS（Learning Management System）である。GNU GPL（General Public License）の下で配布

されている。LMSは，教育支援システムまたは学習運営システムで，Web上での教育や学習を

支援するシステムである。

３－２．Moodleを利用した理由

Moodleを利用した理由は下記の点である。

①フリーソフトであること

無料で配布されているものなので，コストがかからない。

表１ 対象学生と講義の詳細

大学と学部 講義名 講義内容 人数 環 境
神奈川大学

経済学部

経済情報処理Ⅰ

（C１）
コンピュータの基礎

情報倫理

Power Point，Word

４０名

が２ク

ラス

教員の画面が表示される

ディスプレイが２名に１

台

出講先大学１

商学部

情報リテラシー

基礎（C２）
コンピュータの基礎

情報倫理

Power Point
Word，Excel

９５名

が１ク

ラス

教室前部にプロジェク

ター１台と教員の画面が

表示されるディスプレイ

が４台

出講先大学２

教養（法学部，文

学部，経営学部）

情報処理演習Ⅰ

（C３）
コンピュータの基礎

情報倫理

Power Point，Word

５０名

が１ク

ラス

教員の画面が表示される

ディスプレイが２名に１

台

図１ Moodle の公式サイト
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② PHP言語で作成されていること

先に作成した出席システム（Web Attendance check System）が PHP言語で作成されている

ため，これとの共存するものを考えていた。

③オープンソースである

講義や学生に合わせてカスタマイズしやすい。

④操作の容易性

サーバーへのインストールも簡単で，インストール後のコースの設定や講義の設定，学生の登

録などの諸設定操作も難しくない。講義のWebを作成するように利用できる。また，Webの作

成となると，htmlの知識が必要となるが，専用のエディタがあるため，そのような知識がなく

とも簡単に教材やテスト機能を利用できる。アップロードなども知識がなくても簡単に実施する

ことができる。

⑤利用者が多い

利用者が多く，たくさんの実例を検索することができるうえ，プラグインやツールなどが公開

されているので，それらをインストールして自分なりにカスタマイズすることもできる。

４．Moodleの機能

Moodleには，講義を支援する様々な機能がある。

４－１．コースの設定

はじめに，コースの設定をする（図２）。次に講義を登録し，講義回数や期間など講義の詳細

を設定する。

図２ コースの追加
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講義を登録すると，講義の回数に合わせた予定や連絡事項を登録することができる。筆者は，

はじめに講義回数と日程，講義予定を登録している。このような連絡機能も専用のWIGINGエ

ディタがあるため，ワープロソフトで文字を入力するような形式で作成することができる（図

３）。

４－２．小テスト機能やレッスン機能

小テスト機能やレッスン機能がある。小テスト機能は，複数の形式が用意され，講義に応じて

形式を選択することができる。本格的なテストとしての利用も可能であるが，正誤の表示やヒン

トが表示されるため，学生が各自で実施する確認問題としての利用もできる。学生の成績の管理

も実施でき，全体の傾向，学生の理解度なども把握することができる。

図３ Moodle 専用エディタ

図４ 小テスト
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レッスン機能は，Web上での問題集というような形式で，学生が各自学習できる機能である。

４－３．成績管理機能

小テストのレポート機能ばかりでなく，評定の機能があり，学生の成績管理が行える。

４－４．講義資料の掲載

講義内で配布した講義資料や利用するファイル，講義前に確認してほしい資料をWeb上に

アップロードすることができる。

図６ 講義資料のダウンロード

図５ 小テストの各学生の結果
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４－５．課題の提出

学生側からの課題ファイル提出も可能である。学生はWebメールにファイルを添付するよう

な形式でファイルをアップロードすることができるので，Web上にファイルをアップロードす

る特別な知識は必要としない。また，教員側のページには，各学生の提出ファイル一覧が表示さ

れ，ダウンロードも簡単で，点数やコメントなども入力することが可能である。この提出機能は

提出期限や，再提出の不可の設定ができるため，締め切りを守らない学生や提出課題をいくつも

提出してくる学生への対処が可能であり，提出状況が画面で表示されるため，未提出者がすぐわ

かる。

４－６．その他の機能

掲示板のような機能のフォーラムや，Wiki，チャット機能がある。グループとして設定すれ

ば，グループ内の学生達で利用することも可能なので，今回は利用しなかったが，今後利用して

いきたい。

４－７．実践した機能

２０１２年度前期，実践した機能は「連絡機能」，「講義資料のダウンロード」，「小テスト機能」，

「課題の提出機能」が主であった。

５．アンケート

２０１２年度前期の講義内でアンケートを実施した。

アンケートの内容は以下のとおりである。

５－１．アンケート内容

（１）自分のパソコンがありますか

①ある

②ない

図７ 課題の提出
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（２）普段からパソコンを利用する方ですか

①ほぼ毎日

②２・３日に１回

③４・５日に１回

④６・７日に１回

⑤それ以外

（３）普段からインターネットの情報を利用する方ですか

①ほぼ毎日

②２・３日に１回

③４・５日に１回

④６・７日に１回

⑤それ以外

（４）インターネットを利用する媒体は

①携帯電話

②スマートフォン

③パソコン（ノート・デスクトップ）

（５）連絡情報（講義予定・休講情報・講義内容の掲載）を確認しましたか

①毎週１回

②２～３週間に１回

③４週間に１回

④８週間に１回

⑤１２週間に１回

⑥全く見なかった

（６）連絡機能は必要ですか

①必要

②不必要
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（７）講義資料（ファイル）のダウンロードをしましたか

①毎週１回

②２～３週間に１回

③４週間に１回

④８週間に１回

⑤１２週間に１回

⑥全くしなかった

（８）講義資料の掲載は必要ですか

①必要（Webのみでいい）

②必要（Webと紙両方）

③不必要（紙ベースだけでいい）

（９）課題の提出機能を利用しましたか

①そのような課題が出されたときは必ず

②そのような課題が出されたときはほぼ（７０％位）

③できなかった

（１０）（８）の③の理由は

５－２．アンケート結果

アンケート結果は表２のとおりである。

質問項目（１）の回答結果より，自分のパソコンの所持率は８０％以上で，パソコンの普及率が高

いことがわかる。ただ，２０％近い学生は所持していないことから，この学生への配慮も忘れて

はならない。

質問項目（２）より，普段からパソコンを利用していると回答する学生の比率は，少なくとも３

日に１回は利用している学生をとらえると７２．６％（C１），８７．７％（C２），６７．１％（C３）でパソ

コンを普段から利用している学生が多く，パソコンの操作の点では問題がある学生は少ないよう

だ。質問項目（３）より，インターネットの情報をほぼ毎日利用していると回答する学生の比率は

７０％前後と高く，質問項目（４）より，その媒体をみると，スマートフォンの比率が高く，スマー

トフォンの所持率の高さにも驚かされる。更に質問項目（４）の媒体にについて詳細をみる（表

３）と，スマートフォンとスマートフォン＋パソコンでの利用が多い。

質問項目（５）より連絡情報の確認回数と，質問項目（７）より講義資料のダウンロード回数が低い

講義においても，質問項目（６）の連絡機能を必要と回答，質問項目（８）の講義資料の掲載は必要と

56 商 経 論 叢 第４８巻第１号（２０１２．９）



回答する学生が多いため，利用しようとする意識はあるようだ。

課題の提出をWeb上で行うことについて，質問項目（９）で「③できなかった」と回答した学生

は少数だったが，質問項目（１０）に書かれた理由は「提出の仕方がわからなかった」という回答

だった。課題の提出方法は，Webメールでファイルを添付する方法と似ていたため，あまり説

明しないで実施してしまったが，もう少し講義中に練習する時間を採ることも必要だった。

表２ アンケート結果

質問項目 回答番号 C１（％） C２（％） C３（％）
（１）自分のパソコンが
ありますか

①ある ８３．６ ８８．８ ８１．７

②ない １６．４ １１．２ １８．３

（２）普段からパソコン
を利用する方ですか

①ほぼ毎日 ３９．７ ６５．２ ４５．１

②２・３日に１回 ３２．９ ２２．５ ２２．０

③４・５日に１回 １２．３ ７．９ ６．１

④６・７日に１回 １１．０ ３．４ ２２．０

⑤それ以外 ４．１ １．１ ４．９

（３）普段からインター
ネットの情報を利用
する方ですか

①ほぼ毎日 ６５．８ ７８．７ ７９．３

②２・３日に１回 ２６．０ １６．９ １１．０

③４・５日に１回 ８．２ ４．５ １．２

④６・７日に１回 ０．０ ０．０ ６．１

⑤それ以外 ０．０ ０．０ ２．４

（４）インターネットを
利用する媒体は

①携帯電話 １５．５ １２．０ ９．９

②スマートフォン ４４．７ ４０．８ ４７．１

③パソコン ３９．８ ４７．２ ４３．０

（５）連絡情報を確認し
ましたか

①毎週１回 ３８．４ ５２．８ １９．８

②２～３週に１回 ３８．４ ２３．６ ２１．０

③４週に１回 ８．２ ９．０ １１．１

④８週に１回 １．４ ２．２ ９．９

⑤１２週に１回 １．４ １．１ ７．４

⑥全く見なかった １２．３ １１．２ ３０．９

（６）連絡機能は必要で
すか

①必要 ９５．９ ９１．０ ９２．７

②不必要 ４．１ ９．０ ７．３

（７）講義資料のダウン
ロードをしましたか

①毎週１回 １９．２ ７２．７ ７．３

②２～３週に１回 ２１．９ １３．６ ９．８

③４週に１回 ９．６ ２．３ ６．１

④８週に１回 ４．１ ３．４ ３．７

⑤１２週に１回 ２．７ １．１ ７．３

⑥全く見なかった ４２．５ ６．８ ６５．９

（８）講義資料の掲載は
必要ですか

①必要（Webのみ） １６．４ ６５．２ ２３．８

②必要（Webと紙両方） ７２．６ ２９．２ ５３．８

③不必要（紙ベースだけ） １１．０ ５．６ ２２．５

（９）課題の提出機能を
利用しましたか

①そのような課題が出された
ときは必ず

７５．３ ８５．４ ８６．６

②そのような課題が出された
ときはほぼ（７０％位）

２１．９ １４．６ ９．８

③できなかった ２．７ ０．０ ３．７
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この結果をクロス集計し，カイ二乗検定を実施した。カイ二乗検定では有意水準を５％とし

有意確率 Pを求め比較した。有意確率 Pが０．０５より小さい値となり有意差ありとなるのは下記

表の太字の箇所である。

表３ アンケート結果（（４）の詳細）

質問番号 回答番号 C１（％） C２（％） C３（％）
（４）インターネットを
利用する媒体は

①携帯電話 ９．６ ４．５ ２．４

②スマートフォン ３４．２ ２０．２ ３４．１

③パソコン １７．８ ２２．５ １７．１

①携帯電話＋②スマートフォン ０．０ １．１ ０．０

①携帯電話＋③パソコン ９．６ ９．０ １１．０

②スマートフォン＋③パソコン ２６．０ ３９．３ ３４．１

①携帯電話＋②スマートフォン
＋③パソコン

２．７ ３．４ １．２

表４ 各質問のクロス集計の有意確率P

クロス集計した
質問項目

有意確率P
C１ C２ C３

（１）と（２） ０．４７３５ ０．００４３ ０．７２８５

（１）と（３） ０．０６５０ ０．５８３８ ０．２７１１

（１）と（４） ０．８１０９ ０．２１７３ ０．５８８７

（１）と（５） ０．２７８６ ０．６４１９ ０．２５９４

（１）と（６） ０．０１６５ ０．２９１５ ０．９１４８

（１）と（７） ０．７４９４ ０．４６７６ ０．２１７６

（１）と（８） ０．６０２９ ０．７５３５ ０．８８１５

（１）と（９） ０．３９７４ ０．６６１５ ０．０００５

（２）と（３） ２．１０３E―０５ ３．５５３E―０９ １．３９E―１３

（２）と（４） ０．０２８０ ０．０４１５ １．６３E―０５

（２）と（５） ０．００１６ ０．８３６４ ０．３９２６

（２）と（６） ０．３７０３ ０．４８０５ ０．８７６６

（２）と（７） ０．５８９５ ０．２３０４ ０．７３２０

（２）と（８） ０．６９５５ ０．８６１２ ０．４９７１

（２）と（９） ０．６４３４ ０．１２９４ ０．３２０４

（３）と（４） ０．３７３１ ０．５７４２ ０．０３８８

（３）と（５） ０．０２００ ０．８１１０ ０．２１５１

（３）と（６） ０．４４２８ ０．３０３３ ３．６９E―２２

（３）と（７） ０．１０７３ ０．４１９７ ０．６０８４

（３）と（８） ０．８７４１ ０．３８３１ ０．８３３７

（３）と（９） ０．７９０８ ０．６４７９ ０．０１２７

（４）と（５） ０．７７２３ ０．１０３３ ０．９２２４

（４）と（６） ０．７２３５ ０．６５８８ ０．１１４９

（４）と（７） ０．５２４６ ０．５６１３ ０．７９４４

（４）と（８） ０．２０２４ ０．３３８２ ０．８２５６

（４）と（９） ０．９０９４ ０．６０５４ ０．０１１８

（５）と（６） ０．１０６９ ０．００１６ ０．３４８７

（５）と（７） ２．７４１E―０５ ０．０１１２ ２．０９E―０５

（５）と（８） ０．０４１５ ０．００３９ ０．８７９５
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ここで３講義とも有意差があるとなった質問項目は（２）と（３），（２）と（４），（５）と（７）のクロス集

計であり（図８，図９，図１０），普段からパソコンを利用する学生は普段からインターネットの

情報を利用する傾向が高いこと，また同じく普段からパソコンを利用する学生はスマートフォ

ン，スマートフォンとパソコンを利用する傾向が高いことがわかる。連絡情報の確認をよくして

いた学生は講義資料のダウンロードの回数も多い。

（５）と（９） ０．２９０７ ０．５８０７ ０．１６２４

（６）と（７） ０．４１２５ ０．１９７０ ０．６４５２

（６）と（８） ０．２６７５ ９．７E―０５ ０．１５４３

（６）と（９） ０．５９９３ ０．８５９６ ０．７５５２

（７）と（８） ０．５５６０ １．６８３E―０７ ０．０４９１

（７）と（９） ０．４２０６ ０．１９４２ ０．５０９３

（８）と（９） ０．７４８８ ０．６４９９ ０．９０９２

図１０ 各講義での質問項目（５）と（７）の回答結果

図９ 各講義での質問項目（２）と（４）の回答結果

図８ 各講義での質問項目（２）と（３）の回答結果
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次に２講義で有意差があるとなった質問項目は，（５）と（８）（講義 C１と講義 C２），（７）と（８）

（講義 C２と講義 C３）のクロス集計であり（図１１，図１２），講義 C１に関しては連絡情報をよ

く確認する学生は，講義資料の掲載を必要とし，Webと紙の両方を希望する傾向がある。講義

C２に関しては連絡情報をよく確認している学生と，講義資料のダウンロード回数が多い学生

は，講義資料の掲載を必要し，Webのみを希望する傾向がある。講義 C３に関しては講義資料

のダウンロード回数が全体的に低かったが，それでもダウンロードの回数が多い学生は，Web

掲載を必要とする傾向がある。

以下各講義で有意差がある項目をみていく。

講義 C１のみ有意差があるとなった質問項目は，（１）と（６），（２）と（５），（３）と（５）のクロス集計

であり，自分のパソコンを持っている学生の方が連絡機能を必要だと感じている傾向が高い。連

絡情報を確認する回数が多い学生は，普段からパソコンを利用しており，また同じく連絡情報を

確認する回数が多い学生は，普段からインターネットの情報を活用している。

講義 C２のみ有意差があるとなった質問項目は，（１）と（２），（５）と（６），（６）と（８）のクロス集計

であり，自分のパソコンを持っている学生の方がパソコンの利用頻度が高い。連絡機能を必要と

感じている学生は連絡情報をよく利用する傾向が高く，また同じて連絡機能を必要と感じている

学生は，講義資料はWeb掲載のみを必要と考えている。

講義 C３のみ有意差がみられた質問項目は，（３）と（４），（３）と（６），（１）と（９），（３）と（９），（４）

図１２ 各講義での質問項目（７）と（８）の回答結果

図１１ 各講義での質問項目（５）と（８）の回答結果
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と（９）のクロス集計であり，普段からインターネットの情報を利用している学生は，インター

ネットを利用する媒体としてスマートフォン，スマートフォンとパソコンが多い，また同じく普

段からインターネットの情報を利用している学生の方が連絡機能を必要と感じている。課題の提

出機能を利用できた学生には，次の３つの傾向があり，パソコンの所持率が高い，普段からのイ

ンターネットの利用率が高い，インターネットを利用する媒体としてスマートフォンかスマート

フォンとパソコンが多い。

６．結果と今後

全体的な傾向として，自分のパソコンを所有することが，普段からパソコンを利用するという

傾向には必ずしもならないが，普段からのパソコンを利用する学生は，インターネットからの情

報の利用頻度が高い。パソコンの利用，インターネットの情報を得るための媒体が，インター

ネットを利用した資源の活用に影響があるようである。全く連絡情報を見なかったという学生の

中にも連絡機能と講義資料については掲載が必要とする意見があった。Web上の連絡機能の必

要性は認めても，使いこなせない学生もいるようだ。

今後はこの調査を参考に，各講義の個別の状況と合わせWebを講義にうまく取り入れていき

たいと考える。

参考資料

Moodleホームページ

http://docs.moodle.org/2x/ja/Moodle%E3%81%A8%E3%81%AF
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